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ダンゴムシとスキマ時間
澤木　恵

　毎年恒例、全国大会フラッシュ号がやってま
いりました。本号には、9月17-19日に開催さ
れた全国大会に参加されたみなさまからの、大
会の魅力が伝わる記事の数々が掲載されていま
す。今年は参加申込をしそびれて参加できな
かった。全国大会のことを忘れていた。フラッ
シュ記事を読んだら全国大会に参加してみたく
なった。そんな方は、来年7-8月頃の予定に「大
図研全国大会の情報を確認する」を入れてみて
はいかがでしょうか。私も危なかったので、リ
マインダを仕込みました。
　さて、大会が終わってから、衣替えも間に合
わないほどの猛スピードで秋がやってきまし
た。春過ぎから毎日のように見かけていたアリ
やダンゴムシにも全く遭遇しなくなり、お盆明
けから毎週一匹程度増えていた我が家のダンゴ
ムシも、大会の日を境に増えなくなりました。
　ダンゴムシを飼う家の朝は早い……こともな
く、特に世話らしい世話もされず、一年ほど放
置していた花壇の土と落ち葉や煮干しを入れた

きりの虫かごから時折脱走しつつ、我が家のダ
ンゴムシは生きています。そんなダンゴムシ、
コンクリートの隙間から出入りしていたり、舗
装された歩道で見かけたりすることが多いなと
は思っていたのですが、栄養補給の一環として
石やコンクリートを食べるので、ある程度人工
的な場所を好んで住んでいるようです。
　……というような情報が書かれている『ぼく、
だんごむし』（福音館書店刊）を大会前夜に借
りてきてしまったので、さあ大変。「うちのだ
んごむしくんにも、いしがひつようだ!!」ソウ
デスネ。そんなやりとりを天が聞いていたのか、
大会初日、たまたまスキマ時間に雨が止んでい
たので、いまだ、とばかりに買い物ついでに石
を確保してきました。石を食べている様子は未
だに目撃できず、食生活が改善されたのかどう
かはわかりませんが、今日も我が家のダンゴム
シは元気そうです。
　来年の開催形態は未定ですが、オンライン参
加する場合はまたスキマ時間を虫かごの環境整
備に充てることになるのかもしれません。

 （さわき・めぐみ／東京海洋大学）
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全国大会フラッシュ

　大学図書館研究会第53回全国大会が、2022年9月17日（土）から20日（月・祝）までの3
日間、前々回、前回に引き続き、オンラインで開催されました（参加：137名）。
　今号では、「大会フラッシュ」として、大会参加者、大会実行委員の方々に、大会の新鮮な
印象を執筆していただきました。大会のプログラムを振り返ることのできる多彩な内容です。
　なお、今大会の記録は、2022年12月号（大会記録号）に掲載される予定です。

 （会報編集委員会）

一参加者として
磯本　善男

　これまでの全国大会は、実行委員として運
営サイドで参加することが多かったのです
が、今大会には全くの一参加者として参加し
ました。大会実行委員への参加もお声掛けし
ていただいたのですが、諸般の事情により辞
退させていただきました。お手伝いできな
かったのは申し訳なく思いますが、素晴らし
い大会にしていただいた実行委員の方々に御
礼申し上げます。
　1日目の相場洋子氏の研究発表では、
COVID-19が人文社会科学系の学術論文の
オープンアクセス状況に及ぼした影響につい
ての調査報告を聞くことができました。記念
講演『読書による知識の体系化 --分類・系統・
アブダクション』では、読書による知識の体
系化について三中信宏氏のお話が聞けまし
た。恥ずかしながら「アブダクション」とい
う言葉自体初耳でしたが、「読み散らかすだ
けでは読書とは言えない」という言葉にはと
ても共感できました。最近の業務では電子
ジャーナルの価格高騰やオープンアクセス等
の対応に追われていますが、読書そのものに
向き合えるお話を伺えたのがとても新鮮でし
た。
　記念撮影も昨年度からZoom画面の撮影に

なりました。実地開催の1枚ものの集合写真
も良いですが、3枚の中に参加者の画面が映
る写真も、実地開催のものとはまた違った一
体感があって味わい深いと思います。
　懇親会も今回で2回目のオンラインです。
実地開催のように気軽に席を移動して他の参
加者の方に声をかける、ということは出来ま
せんが、参加者（カメラをONにしている）
全員の表情を見ることができるというのは、
なかなかよいものだと思います。
　2日目は第3分科会：資料保存「紙資料か
ら電子資料への置き換えについて考える」、
第8分科会：出版・流通「学術情報流通の現
状の改善に向けた大学図書館の対応を考え
る」に参加しました。午前の第3分科会では、
資料を保存するために、紙、電子資料どのよ
うに活用していくのか、という課題について
各大学の事例報告や意見交換がおこなわれま
した。各大学の電子資料の購読方針等につい
て情報交換ができました。
　2日目の午前と午後の分科会の間には、協
賛をいただいている企業様3社のプレゼン
テーションを見ることができました。全国大
会は企業様の協賛も大きな支えになっていま
す。企業様のそれぞれの活動や商品について
の興味深いお話を聞くことができました。
　午後の第8分科会では、電子ジャーナルの
各種問題について意見交換がおこなわれまし

150 大学の図書館 41巻10号 No.587



た。転換契約、それに伴うAPCの負担方法
の在り方については、これから必ず検討が必
要になります。また、今年は円安傾向が顕著
なため、電子ジャーナル等の契約金額が大幅
に上昇する可能性が高く、どの大学も対応に
苦慮されているようでした。それらについて
各大学さんとの情報交換ができて、とても有
意義でした。
　3日目のシンポジウム「「司書」養成の現
在地」では、司書（図書館職員）に求められ
る能力等について、司書課程のカリキュラム、
国大図協会の人材委員会の育成計画等のお話
を聞けました。学術情報流通を取り巻く環境
が変わり、そこで働く我々に求められる能力
（資質）も変化しているのだな、と改めて感
じました。
　3日間、とても濃密なプログラムを堪能さ
せていただきました。全国大会に参加して毎
回思うことは、全国大会に参加するだけで満
足してはいけない、ということです。これか
ら1年間更に研鑽を積み、更に成長してまた
皆様にお会いしたいと思います。

 （いそもと・よしお／千葉大学附属図書館）

大学図書館問題研究会の歴史を 
見る：2001 年～ 2010 年

加藤　晃一
はじめに
　大学図書館問題研究会（以下、大図研）創
立50周年にあたり、大学図書館史分科会で
はその歴史をテーマとした企画を第48回全
国大会（2017（平成29）年）から続けている。
今回は小山荘太郎氏（三重大学）が2001年
から2010年を概観して発表した。本稿はほ
んの一部であるが全国大会（以下、大会）を
中心とした記録である。分科会では小山氏の
発表を受けて筆者が各大会や当時の大学図書
館の状況について適宜コメントした。

1. 2001（平成13）年
　第32回大会は岡山市で開催され参加者は
127名（担当：岡山支部）、福岡支部を中心
とした有志により会場にネットワークが構築
された。大会最終日にホームページ開設を発
表し後日公開、メーリングリストは1998年
に開始され当時の登録は127名。開設当時の
ホ ー ム ペ ー ジ は Wayback Machine - 
Internet Archiveで参照可能である。
https://web.archive.org/web/20011103 
004220/ http://yicin.komachi.gr.jp/˜dtk/

2. 2002（平成14）年
　第33回大会は千葉市で開催され参加者は
138名（担当：千葉支部）、千葉大学の学内
施設が確保できたうえに無償だったので参加
費軽減となった。ホームページに会報のペー
ジがアップされ目次や過去の特集が公開され
た。国立大学では筑波大学と図書館情報大学、
山梨大学と山梨医科大学が国立大学法人化前
に統合するという大きな動きがあった。

3. 2003年（平成15）年
　第34回大会は奈良市で開催され参加者は
119名（担当：奈良支部）、主題別分科会の
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前に研究発表が設けられた。残念ながら山口
支部の解散が報告されている。奈良市での開
催とあってオプションで国立国会図書館関西
館の見学が組まれていた。個人的には年末年
始に大図研仲間4名でロンドンに行ったので
自主企画で報告会を行った。

4. 2004年（平成16）年
　第35回大会は横浜市で開催され参加者は
157名（担当：神奈川支部）、神奈川支部の
発案でワーキングランチ的なラウンドテーブ
ルが設けられた。この年に『大図研論文集』
が『大学図書館問題研究会誌』にリニューア
ルされた。国立大学法人化された年だが、
10月に新潟県中越地震があり会員のいる大
学でも大きな被害を受けた。

5. 2005（平成17）年
　第36回大会は広島市で開催され参加者は
135名（担当：広島支部）、初日にアイスブ
レイク的な試みとして分散会が設けられ2日
目に全体会とした。広島修道大学図書館の見
学があり貴重書に目を奪われた参加者も多
かった。岡山支部が解散。手前味噌な話で恐
縮だが、この年千葉大学が学術機関リポジト
リを公開している。

6. 2006（平成18）年
　第37回大会はさいたま市で開催され参加
者は123名（担当：埼玉支部）、ほぼ前年を
踏襲しているが全体会は初日に戻している。
大学図書館では学術機関リポジトリへの取り
組みが活発になり、大図研でもオープンカ
レッジや会報で取り上げている。

7. 2007（平成19）年
　第38回大会は神戸市で開催され参加者は
99名（担当：兵庫支部）、課題別分科会では
機関リポジトリが設けられ、主題別分科会は
従来の5分科会を人文・社会系と自然系の2
つにまとめている。主題別分科会では人文・

社会系は神戸大学附属図書館、自然系分科会
は第Ⅱ部として神戸大学の海事科学分館及び
海事博物館をそれぞれ見学している。

8. 2008（平成20）年
　第39回大会は福岡市で開催され参加者は
113名（担当：福岡支部）、主題別分科会で
前年の自然系が理工系と生物・医学系とに分
かれた。分散会は廃止され2日目に企業セミ
ナーを組み込んだ。ブログやSNSを大会運
営に取り入れた福岡支部らしいユニークな大
会であり個人的にも色々な意味で記憶に残っ
ている。宮城支部が解散。

9. 2009（平成21）年
　第40回大会は前橋市で開催され参加者は
85名（担当：群馬支部）、課題別分科会では
図書館システム分科会でERMSなどコンテ
ンツとシステムの連携が取り上げられた。人
文・社会系が2分科会に別れ、人文・社会系
②は課題別分科会の出版・流通分科会と連携
させた取次の流通センターの見学会であっ
た。記念講演の講師が俳人だったので自主企
画で短歌教室が開かれ『プレバト !!』のよう
だった。奈良支部が2009/2010年度をもっ
て休会。

10. 2010（平成22）年
　第41回大会は大阪市で開催（担当：大阪
支部）、主題別分科会の枠がオープンシンポ
ジウム（「大学図書館員は消耗品か？ ‒業務
委託・市場化テストをめぐって」）となり、
翌年には東日本大震災をテーマとするなど喫
緊の課題を取り上げたシンポジウム形式の企
画が続き主題別分科会は開かれていない。前
年の奈良支部に続き新潟支部が休会。

おわりに
　大図研の2000年代最初の10年の活動は会
員や支部の減少傾向が続くという組織的な問
題に加え、国立大学法人化や業務委託の増加
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などの厳しい状況だったものの、ホームペー
ジの開設、電子ジャーナルや学術機関リポジ
トリ等の新たな課題にも取り組んできた10
年でもあった。大学図書館分科会では引き続
き大図研の歴史をフォローしていく予定であ
る。なお全国大会については不完全ではある
が大図研ホームページの「研究活動」にアー
カイブされている。また大図研の歴史につい
ては会報37巻5号（2018.5）に「大図研創
立50周年に向けて：歴史を振り返る（その1）」
が特集されているので、それぞれ参照された
い。
　今回、筆者がかつて大図研メーリングリス
トに投稿していた「話のタネ」についても参
加者からコメントをいただいた。休止の理由
を明かすとともに再開を約束し5年ぶりの投
稿を始めたところである。

 （かとう・こういち／千葉大学附属図書館）

第 53 回全国大会（オンライン）
に参加して

石立　裕子
　2022年9月17日（土）～ 19日（月・祝）
に開催された大学図書館研究会第53回全国
大会に参加しました。今年もオンラインでの
開催となりましたが、オンラインにはオンラ
インの良さがあります。なんと会員なら参加
費は無料です。無料。私の好きな言葉です。
　こんな人間が「大学の図書館」に文章を載
せてよいのかと一瞬悩みましたが、印象に
残ったこと、勉強になったことや参加してよ
かったと感じた部分を紹介させていただき、
非会員の方々には「ぜひ会員になりたい！」
と、今まで参加を迷っておられた会員の方々
には「次回はぜひ参加したい！」と少しでも
思っていただけるなら一筆の価値ありと考え
直した次第です。私大だけに。
　というわけでさっそく個人的なおすすめポ
イントを紹介させていただきます。まず、全
国大会の顔はなんといっても分科会です。大
会への参加回数は片手で余る程度の新参者で
すがここ最近は、「大学図書館史」「利用者支
援」「資料保存」「キャリア形成」の分科会が
午前に、「学術情報基盤」「図書館経営」「図
書館建築・デザイン」「出版・流通」の分科
会が午後に開催されているようです。各分科
会は毎年その主題に関するテーマが設定さ
れ、参加者同士で議論したり事例報告を聴い
たりと担当者によって様々です。参加される
方は午前・午後共にいずれかの分科会に参加
することをおすすめします。とりあえず参加
～では済まない分科会もありますが、今悩ん
でいること、知りたいことに合致する分科会
があるなら是非参加しましょう。ちょっと気
になる程度でも参加することで理解が深まっ
たりより興味をもって今後の業務に反映でき
たりいいこと尽くめ。今回私は第3分科会：
資料保存「紙資料から電子資料への置き換え
について考える」と第8分科会出版・流通「学
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術情報流通の現状の改善に向けた大学図書館
の対応を考える」に参加しました。
　第3分科会は事前に提示された参考文献を
読んだり、事例紹介の準備が必要だったりと
ガッツリ参加型。1人数分ずつ自館紹介と今
回のテーマに沿った事例紹介をPowerPoint
などを用いて行いました。大学の規模や学部
構成が異なる参加者の皆さんから聞く現場の
声は新鮮で、視野が広がった思いです。特に
文系と理系で教職員の電子化に対する姿勢や
考え方に違いがあり興味深かったです。第8
分科会は職場でも話題になっていたテーマで
ドンピシャ。参考文献もすでに読んでいた文
献だったので事前の準備なく参加できまし
た。また、改めて読み返し、内容の確認や、
意見交換をすることで知識を深めることがで
きました。分科会は本当に業務のためにな
る！参加して損なしです。
　もう1つおすすめしたいのが「地酒の会」
です。分科会での真面目な雰囲気とはうって
変わって和気藹々としたオンライン飲み会と
いう感じ。各人がお酒やサイダー、お茶、お
つまみ、お花などおすすめしたいものをプレ
ゼンし、参照してほしいURLをチャット欄
で共有、各人がアクセスして「いいね」とか
「おいしそう」とか感想述べるなどなど。本
当にどれも素敵で。その後、紹介された“某”
茶が品川駅構内で購入できることを知り購入
しました。とってもおいしいです。
　オンラインも慣れるといいものですね。日
程調整や宿の手配などが不要な分、参加の
ハードルが低いので初めて参加したという方
もいるのではないでしょうか。コロナが収束
した後も一部はオンライン参加できるように
していただけると嬉しいです。しかしやっぱ
り。対面が恋しいなぁ。

（いしだて・ひろこ／帝京平成大学中野キャ
ンパスメディアライブラリーセンター）

全国大会に参加して
中川　恵理子

　第53回大学図書館問題研究会オンライン
大会に参加しました。オンラインということ
で、手軽に参加できる分、皆さんに直接お会
いできない寂しさもあります。
　大会1日目もっとも印象に残っているの
は、記念講演三中信宏先生の「読書による知
識の体系化 ̶̶ 分類・系統・アブダクショ
ン」です。幼い時から現在まで、何気ない形
で日常的に行ってきた読書という行為につい
て、そのようなアプローチがあるのかと大変
興味深いお話でした。三中先生の語り口も大
変ユーモラスで、楽しく聞くことができて、
あっという間の1時間でした。
　その後は、オンライン交流会に参加して、
所属先の東海地域グループの紹介を行いまし
た。各地域グループの紹介後、少人数のグルー
プに分かれての交流となりましたが、ファシ
リテーターおかげで、オンラインでもスムー
ズに交流ができました。個人的には、それぞ
れが最近読んでよかった本の話題が面白かっ
たです。その場で紹介された、図書館お仕事
漫画『税金で買った本』は、全国大会後にさっ
そく購入しました。また、その他にも『福家
警部補の挨拶』など、色々紹介してもらった
ので、手に取ってみようと思います。大会参
加者のみなさんと交流できて、リラックスし
た楽しい時間となりました。
　大会2日目は、分科会の日、午前中は第4
分科会キャリア形成「管理職としてのキャリ
ア」を担当しました。登壇者の井上さん、大
谷さん、高橋さんには、それぞれ管理職になっ
てからの仕事の変化や気を配っていること、
コツなどをお話しいただき、とてもリアルで
貴重なお話を聞くことができました。分科会
の参加者のみなさんご協力のおかげで、ス
ムーズな分科会運営となりました。ありがと
うございます。
　午後は、第7分科会図書館建築・デザイン
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「アクティブラーニングスペースの現状とこ
れからを考える」に参加しました。本学のア
クティブラーニングスペースは、現在コロナ
の中で積極的に活用できていない状態にあり
ます。グループワークでは、他大学の事例を
聞くことができて、参考になる部分が多くあ
りました。また、分科会を通して、アフター
コロナのアクティブラーニングスペースにつ
いて考える契機となりました。
　分科会後は、恒例行事である地酒の会に参
加です。今回は、拡大版ということで、ノン
アルコール、お菓子もOK、アルコールがあ
まり飲めない私にとって、大変参加しやす
かったです。それぞれが持ち寄った各地域の
お酒、お菓子、お茶などの紹介を聞くのは楽
しかったのですが、美味しそうなのに画面越
しに見ているだけで一口分けてもらえないと
いう、もどかしさもありますね（笑）地酒の
会での交流を通して、日本全国各地から参加
者が集まっているとのだなという実感が湧き
ました。楽しい時間をありがとうございます。
　最終日は、シンポジウム「「司書」養成の
現在地」を聴講し、パネリストの2名から大
学図書館職員の養成と現状についてのお話を
聞きました。司書という業務の専門性や大学
図書館の現状について改めて考えさせられま
した。
　今回のオンライン大会に参加して、私が初
めて全国大会に参加した際に「これは勉強会
であると同時に、図書館員が集まる文化祭み
たいだな！」と感じたことを思い出しました。
図書館に携わる者同士、大いに学び、交流を
深め、今後の業務やキャリアに生かすため何
かを得た上で、なおかつ楽しい！これが大図
研の全国大会なのではないでしょうか。今年
の全国大会も総会からシンポジウムまであっ
という間の3日間でした。また、来年の全国
大会でみなさんにお会いしたいです。

 （なかがわ・えりこ／金沢学院大学）

全国委員を振り返って 
（全国大会への思い）

安東　正玄
　私の所属する京都地域グループは、若手か
ら経験豊富な会員までそろっており、地域グ
ループ活動としても活発です。地域グループ
の運営委員になったとしても、運営委員のみ
んなが支えてくれているという実感が持てる
とてよい組織です。
　そんな中、私が全国委員になったのは
2018/2019年度からですが、全国委員はあと
で述べるように貴重な経験ができるので、世
代交代を見据えて若い人に担ってもらうべき
と思っていますが、この間の大学図書館業務
の多忙化に伴う、若手へのしわ寄せが運営委
員メンバー内でも謙虚にみられ、世代交代を
意識しつつも、一定経験を積んではいるもの
の、図書館から学部事務室へ異動してしまい、
図書館のリアルがわからないような私でも一
定役割を受け止めるしかないとして、全国委
員を引き受けさせていただきました。そして、
今回の全国大会でちょうど4年間になり、こ
の大会をもって、次世代へバトンタッチがで
きたことをとてもうれしく思っています。こ
の場を借りて、全国委員・全国大会への思い
を述べさせてもらいます。
　全国委員は、大図研の組織運営にかかわる
課題を民主的に議論（各地域グループに持ち
帰り議論結果を全国委員会にフィードバック
させる等もしています）し、その議論結果を
全国大会の会員総会で報告・審議してもらう
流れになっています。特に私が全国委員を
担った期間には、組織名の変更とその変更に
伴う会則の見直し、発行物の管理の見直しと
電子化、会費徴収方法の変更など、今後の大
図研をより充実させていくための大切な議論
に参加させていただきました。また、全国委
員は、全国大会で分科会を担当する役割があ
り、この1年間重要だと感じた課題やキー
ワード、または会員の多くの方と共感・共有
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したいと思ったことをテーマ設定することが
主体的にできるメリットがあります。その意
味で、全国大会は、全国委員としての役割と
しても1年間の集大成とも言えますし、私と
しては今回の全国大会は4年間の集大成でも
あったといえます。
　特に今回の第6分科会：図書館経営「大学
図書館経営危機をどう乗り越えるか」につい
ては、大学が抱えている課題を大学図書館が
どう認識して、その課題に大学図書館がアプ
ローチしていくかという話をいつもお世話に
なっている常世田先生（大図研会員）に公共
図書館を事例にしてもらいながらレクチャー
してもらい、参加者皆さんと議論してもらい
ました。一緒に分科会を担っていただきまし
た全国委員の井上さんの人徳もあって、とて
も良い内容になったと喜んでいますし、本当
に良い仲間に恵まれていると感謝します。
　最後に、今回の全国大会に参加し、いつも
の面々のほかに、新しい仲間もかなり増えて
いて、大図研の世代交代がうまくいっている
と感じることができましたし、これから大学
図書館を引っ張っていく人たちの明るく頼も
しい姿を見ることもできたことをうれしく思
います。大学図書館は、業務の特性上、他大
学（海外の大学含む）の図書館員ともつなが
りやすい環境にあります。これは大学内の他
組織ではあまり見られません。このつながり
やすいという特性をフルに活用する意味で、
大図研を活用し、自分の成長、業務改善、課
題解決をしていきましょう。そして、仲間と
の交流を楽しんでいきましょう。次回の全国
大会はまだ詳細は決まっていませんが、対面
での実施も含むハイブリッドでの開催を目指
すとなっています。次回全国大会までに今回
であった仲間との交流を深めつつ次回全国大
会でお会いしましょう。

（あんどう・せいげん／ 
 立命館大学法学部事務室）

大学図書館研究会 
第 53 回全国大会に参加して

寺島　陽子
　2022年9月17日（土）～ 19日（月・祝）
に開催された大学図書館研究会第53回全国
大会に、17日（土）～ 18日（日）の2日間
だけですが、参加させていただきました。
　会員総会は、接続に手間取ったため、途中
からの参加となりました。事前に接続先を確
認し、早めに準備を始めるべきであったと反
省しています。娘のパソコンを借りたため、
表示名が娘の名前になってしまって、慌てて
変更しました。
　研究発表「What about the Humanities? 
COVID-19のオープンアクセスへの影響と人
文社会科学研究の未来について」は、国際教
養大学中嶋記念図書館の相場洋子氏による、
コロナ禍のジャーナル論文数の変化、特に
オープンアクセスの論文数の変化についての
研究で、興味深く拝聴いたしました。
　記念講演「読書による知識の体系化 ̶̶ 
分類・系統・アブダクション」は、国立研究
開発法人農業・食品産業技術総合研究機構の
三中信宏氏によるご講演でした。
　三中信宏氏は、理系の学者さんですが、「読
む・打つ・書く : 読書・書評・執筆をめぐる
理系研究者の日々」（東京大学出版会 , 2021）
など、読書・書評に関する著書のある方です。
　図書館の本についての質問に、「書き込み
をしないと読めないので、図書館の本は
ちょっと…」とのこと。書くことは知識の体
系化に役立つ、まとまった時間がないから書
けないという人がいるが、すきま時間に書け
ば良い、などの言葉が心に残りました。
　夜の交流会は残念ながら不参加です。
　18日午前は、第4分科会 キャリア形成「管
理職としてのキャリア」に参加させていただ
きました。
　私から見た管理職（課長）のイメージは、
仕事量が多く、残業代はもらえず、パワハラ
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で訴えられるリスクのある大変な仕事。登壇
者のみなさまのお話を聞いても、やはり大変
そう。でもある一定の年齢になると、昇進試
験にチャレンジせざるを得ないとのこと。課
題解決や理想の実現ために、自ら決定し、実
行できる立場を楽しみましょうという前向き
なご意見に、ぜひ若い人たちに頑張っていた
だきたいと思いました。
　昼休憩は、家族の食事の準備や買い物で、
協賛企業プレゼンテーションには少し遅れて
しまいました。「カーリルの最新情報2022」
「ジャパンナレッジLibアップデート」を興
味深く拝聴させていただきました。
　午後は第7分科会「図書館建築・デザイン
「アクティブラーニングスペースの現状とこ
れからを考える」に参加させていただきまし
た。
　コロナ禍で、アクティブラーニングスペー
スの利用制限をしている図書館が、やはり多
いです。Zoomのブレイクアウトルーム機能
を使ったグループ分けで、少人数で話し合い
ができたのが新鮮でした。
　夜の自主企画は残念ながら不参加です。
　19日の、シンポジウム「「司書」養成の現
在地」と自主企画は、私用のため欠席させて
いただきました。
　私用で欠席したプログラムが多く、電話や
宅配便の対応のため途中で席を外したり、猫
がキーボードに乗って来て焦ったりしました
が、図書館を愛する仲間たちの熱い思いに触
れ、充実した2日間でした。
　来年は、対面とオンラインのハイブリッド
開催になるかもしれないとのこと。知らない
土地に出かけ、なじみの人や初めましての人
と気軽に雑談できる対面開催も良いし、家に
いながら参加できて、参加費も無料なオンラ
イン開催も、参加のハードルが下がって良い
と思います。
　最後に、大会に参加された皆様、お疲れ様
でした。実行委員長、実行委員の皆様、開催
にご尽力いただきありがとうございました。

厚く御礼申し上げます。次年度の全国大会も
楽しみにしています。

（てらしま・ようこ／奈良女子大学学術情報
センター（附属図書館））
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全国大会に参加して  
- 雑感と感謝と -

井上　昌彦
　今年度も、本研究会の全国大会に参加した。
今回も、学びと交流の多い大会であった。以
下、感じたことを記したい。

■オンライン開催
　コロナ禍によるオンライン開催もはや3年
目となり、すっかり定着した感がある。実行
委員や全国委員の皆さんによるご尽力で、
年々運営もスムーズになっており、感謝する
ばかりである。
　しかしそれでもやはり、対面開催が待ち遠
しい。全国の仲間と会って、直接議論したい。
久しぶりに再会した全国の仲間と、飲みなが
ら語り明かしたい。そして、新たな出会いも
欲しい。
　オンラインだと出会いがない訳ではない
が、やはりリアルにお会いしての名刺交換に
勝るものはない。来年以降コロナ禍が落ち着
き、対面開催が復活することを願っている。

■第4分科会　キャリア形成「管理職として
のキャリア」
　私が管理職1年目で白羽の矢が立ったのだ
ろうか、同分科会にて話題提供する機会を頂
いた。併せて、大会に先立って刊行された会
報7月号の「特集：これから管理職を目指す
人に伝えたいこと」への寄稿依頼も受けた。
　分科会では、私はともかく他の話題提供は
示唆に富んでおり、参加された方々は考えさ
せられたのではないだろうか。
　管理職としてのスタイルやキャリアは人そ
れぞれであり、絶対的な基準は存在しないこ
と。管理職者も不安の中で、手探りをしなが
ら最善を尽くしていること。その意向と機会
があれば、管理職やリーダーにチャレンジし
て欲しいこと。話題提供や討論を通じ、若手
にそんなメッセージを送ったようにも思う。

　なお、私の話については会報7月号の他、
私のブログに、管理職になった際の雑感を記
しているので（※）、ぜひ。

■第6分科会　図書館経営「大学図書館経営
危機をどう乗り越えるか ～先進事例研究か
ら学ぶ（公共図書館を中心に）」
　この分科会には、担当者の一人として、企
画から開催まで関わった。
　開催にあたり重視したことは、勉強した気
になって終わるだけの分科会にしないこと
だった。すなわち、参加者が各人の勤める大
学図書館において、危機を乗り越える具体的
な方法を考える場とすることを目的とした。
　どうしたらそのような場にできるか、講師
の常世田良先生からアドバイスを頂きつつ、
一緒に担当した安東全国委員と3人で打ち合
わせを重ねた。
　分科会はブレイクアウトルームでの少人数
の討論を中心としたが、その下準備として、
参加者には事前学習をお願いした。指定文献
を読むことに加え、各人が自身の図書館の「改
革案」を実現するために自分の立場で何がで
きるか／してきたかを、考えて来てもらった。
　このおかげか、参加者には積極的に討論し
てもらうことができた。講師から示された公
共図書館の取り組み事例をもとに、参加者一
人ひとりが、自分にできること、すべきこと
を考えられたと思う。こうした場に参加し、
よりよい大学図書館をいかに実現するか考え
てくださった、常世田先生や参加者の皆さん
には感謝しかない。
　なお、今後も同テーマについて、継続的に
有志で勉強会を開催する。積極的に議論に加
わってくださる方であれば、どなたでも歓迎
する。ご関心があれば、お声がけ頂きたい。

■最後に
　毎年こうして全国大会が開催され、学びや
交流の場となっていることを、嬉しく思う。
実行委員や全国委員など運営の皆さん、協賛
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企業の皆さんに、深く感謝したい。
　また、全国大会にご参加くださった全ての
皆さんに、感謝する。参加くださり、討論す
る方がいらしてこその全国大会なのだから。
　最後に私ごとで恐縮だが、今回の全国大会
をもって、17年務めた全国委員を退任した。
毎年分科会を担当し多くの方々にご参加頂い
たこと、一緒に討論できたことは、本当に楽
しく貴重な経験だった。この場を借りて、お
礼申し上げたい。皆さん、ありがとうござい
ました！

（※）「課長の仕事を一ヶ月やってみた」. 空
手家図書館員の奮戦記. 2022-05-08.　https:// 
karatekalibrarian.blogspot.com/2022/05/
blog-post.html, （参照 2022-10-11）.

（いのうえ・まさひこ／関西学院大学図書館）

全国大会第 3・第 8 分科会 
参加報告

山下　真佑美
　このたび初めて全国大会に3日間参加しま
した。2日目の分科会は、第3分科会（資料
保存）と第8分科会（出版・流通）で、勉強
させていただきました。全体の印象としては、
どのプログラムにおいても質疑応答や意見交
換が活発になされ、参加者全員で作っていく
大会なのだなと感じました。同時に自身の業
務やそれ以外の業務の情報について、普段か
ら意識的に入出力をする必要性を痛感しまし
た…。以下、分科会ごとに学び・考えたこと
を記載します。
　2日目午前中の第3分科会「資料保存」…
多くの大学の事例をお聞きしました。コロナ
禍により電子書籍の導入が進んだ大学は多く
ても、紙の資料を重複とみなすかどうかは判
断が分かれるようでした。重複と明確に定義
している大学は少なく、また廃棄の基準や方
法について、整備・検討中のところが多いよ
うでした。電子書籍は、書架の狭隘化対策と
して導入を進めたいと考えている参加者が多
い一方、利用者の認知度がまだ低いようでし
た。学生選書でも主に紙版の本が選ばれると
いうお話は、私の所属する大学でも同じと思
いました。なおこの分科会で、私は発表を聞
きながらメモを作成する手伝いをしました。
メモはクラウド上に保存され、参加者に共有
されていたため、こちらが作成後、議論中に
改めて発表者の方から追記や訂正をいただく
ことができました。これにより正確な記録の
作成ができたので、オンラインならではの便
利な情報共有であると感じました。
　2日目午後の第8分科会「出版・流通」で
は「我が国の学術情報流通における課題への
対応について（審議まとめ）」（2021年2月
12日）を事前に参加者が読み、そこで取り
上げられているトピック、「ジャーナル購読
価格上昇の常態化」、「オープンアクセス化を
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巡る動き」、「転換契約の普及、APC負担増
への対応」などについて、各大学の対応事例
を紹介しあいました。APCの実態数値をも
とに、大学本部に購読・出版（Read & 
Publish）モデルへの転換契約を提案する手
法は以前からあるとの意見もあり、今後も増
加が予想されるAPCの把握は重要であると
されていました。加えて2022年9月時点で
140円を超える円安についても、各大学で対
応策を模索中であると話題になりました。購
読価格の上昇に対して、購読の中止を主張す
るだけでは教員の理解は得られず、中止後の
学術情報へのアクセスの保証についてもサブ
スクリプションやペイパービューなどの対策
が考えられていました。今後の対応としては、
図書館が教員・URA・大学本部などにどの
ように訴えて商業出版社の囲い込みの現状を
変えていくかを考えること、またOAにおい
ては、研究予算の少ない若手研究者にとって
重要なグリーンOAも重視していく必要性が
あることなどが確認されました。
　なおこの分科会では、ブレイクアウトルー
ム（以下ルーム）は使用されませんでしたが、
第3分科会では2回使用されました。ルーム
を使用した場合、人数が減り、発言する機会
は増えます。しかし少ない時間内では、話を
まとめることができない場合もありました。
逆にルームが使用されない場合、司会の方の
負担は多めながら、議論の流れをまとめやす
くなります。ただ人数が多いため、個人的に
は発言にやや緊張感を持つようになりまし
た。分科会ごとに進行方法が異なったため、
どちらの経験もでき、今後のオンラインでの
議論を進める際の参考にもなりました。
学べたことの一部は以上です。内容がバラエ
ティに富んでおり、とてもまとめきることが
できませんでした。今後の業務の糧として、
明日からもがんばります。

 （やました・まゆみ／広島大学図書館）

4 回目の全国大会に参加して
川崎　陽奈

　私が初めて全国大会の全日程に参加したの
は 3年前、2019年の神戸大会です。以来、
毎年参加し、今回で4回目の参加となりまし
た。
　さて、全国大会フラッシュ号ということで、
大会に参加して得た気づきを振り返ります。
　1日目の記念講演は、読書による知識の体
系化というテーマで行われました。普段自分
が行っている読書と一致する部分も多く、と
ても興味深かったです。「読書」をテーマと
した講演でしたが、その内容は、何かを学ぶ
ことそのものにも当てはまるように思いま
す。読書を「往路」（付箋や書き込みをしつ
つ読了）と「復路」（読んだ内容の体系化）
を一つのセットとして知識の体系化と捉える
指摘は、新しいことを学んだり取り組んだり
する中で、情報を断片的に蓄積し、それらを
後から振り返ることで、一つの知識や経験と
して自分の中で体系化していくという日常的
な経験を想起させられました。
　2日目は第3分科会（資料保存）と第8分
科会（出版・流通）に参加しました。午前中
の第3分科会では、主に紙資料から電子資料
への置き換えをテーマに、報告と意見交換が
行われました。その中で電子資料を契約して
いる場合でも、単純に紙資料を除籍・廃棄す
ることの難しさが話題となりました。電子資
料の契約が紙資料とは異なり、あくまで「利
用する権利」であることがその要因の一つだ
と思います。形のない電子資料の取り扱いに
はまだまだ課題が多いと感じた分科会でし
た。
　午後の第8分科会では、「我が国の学術情
報流通における課題への対応について（審議
まとめ）」（令和3年2月12日）を踏まえて、
意見交換が行われました。自館でも取り組め
そうなことや、ペイ・パー・ビューやAPC
の把握等、これってどうだろう？と思ってい
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たことの情報も得ることができ、収穫が多
かったです。
　3日目のシンポジウムでは、司書養成課程
に関する報告と、図書館員に求められるもの、
必要な人材、研修についての報告がありまし
た。変化していく仕事にチャレンジできるの
が大学図書館職員の面白みであり、チャレン
ジ精神を持って様々なことに挑む職員が必要
であること、チャレンジをする背中を後輩に
みせることや、チャレンジすることが各自の
キャリアにとってプラスになる仕組みを考え
ることといった話が印象深かったです。チャ
レンジをするかどうかは、時に組織の問題で
もあり、時に個人の問題でもありますが、そ
の背中を押してくれる存在の有無は、個人が
一歩踏み出すにあたっては大きな違いになる
と思います。
　最後に3日間全体を振り返ると、各テーマ
の切り口は様々でしたが、今年の全国大会で
は「図書館は何をしていくのか、何ができる
のか」という問いに対して、向き合い考える
こと、そして変化していくことの必要性と
いったことを各所で感じました。
　また個人的にはこれまで参加した4回の全
国大会を振り返って、大会に参加する度に、
知りたいと思うことや得られる気づきが増え
ているように思います。その年の全国大会で
得たものを、1年かけて整理し、業務にフィー
ドバックして、また翌年の大会で新たなもの
を得る、というサイクルは、記念講演であっ
た読書による知識の体系化とどこか似ていま
す。私にとって全国大会に参加することは、
図書館員としての成長の一つの手段と言える
かもしれない、大会を振り返ってそんなこと
を思いました。

 （かわさき・はるな／西南学院大学図書館）

参加する全国大会、作る全国大会：
大会実行委員として

赤澤　久弥
　第53回全国大会は、9月17日（土）から
19日（月・祝）の3日間にわたり、多くの参
加者に恵まれ開催されました。実行委員の立
場からの準備の経過や裏側を、また、大会の
一参加者として所感と合わせて、ご報告しま
す。
　全国大会は、全国委員会と常任委員会にお
ける大枠の確認はありますが、具体的な企画
や実際の運営は、大会実行委員会が主体と
なって行われています。今回の全国大会は、
コロナ禍の状況を見つつオンライン大会と
なった先の2回と異なり、当初からオンライ
ンで開催することが決まっていました。また、
プログラム構成は、前回大会と同様に、従来
のオンサイト大会に沿うことが、昨年12月
の全国委員会で確認されました。ついで、3
月の全国委員会では、大会の実施概要や予算
が了承され、また、各地域グループに実行委
員の推薦を依頼することになりました。これ
は、従来行っている会員の皆さんへの実行委
員募集に加え、より多くの方に加わっていた
だくことを意図したものです。以降、実行委
員会の陣容を整え、4月にオンラインで開催
されたキックオフミーティングを経て、山口
大会実行委員長をはじめ13人のメンバーで、
大会準備を進めました。
　オンライン大会も3回目となり、とくに実
行委員を継続している手練れのメンバーが複
数いたこともあって、準備はおおよそ予定ス
ケジュールに沿って進みました。とはいえ、
参加申込に使うPeatixの特定商取引法に対応
した適切な案内表記の検討、大会資料の配布
方法を改善するためのMicrosoft365を使っ
た方法の導入といった新たな課題への対応や
工夫をはじめ、滞りない実施のための種々の
取り組みがありました。なお、今大会からこ
うした実行委員会での検討や準備は、大会運
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営ノウハウを蓄積し引き継いでいくため、従
来の実行委員会MLのやり取りを、Backlog
に集約しています。また、今回加わった実行
委員メンバーからは、記念公演にお招きする
講師や新機軸の自主企画をはじめとして、新
鮮なアイデアがありました。滞りなく大会を
運営することと共に、より魅力的な大会とし
ていくため、多くの方に関わっていただく意
義を感じる次第です。
　大会期間中は、一通りのプログラムに参加
しました。コロナ禍を経て、オンラインでの
議論や交流に皆さんが習熟されており、どの
プログラムもスムーズに進んだように思いま
す。また、研究発表や記念公演、分科会やシ
ンポジウムの活発な質疑に刺激をいただき、
交流会や自主企画での交歓も貴重な機会に感
じました。なにより、発表や講演をいただい
た皆さま、充実した分科会を企画された全国
委員の方々、協賛いただいた企業各社には、
実行委員の一人として御礼します。
　さて、全国大会実行委員という立場を重ね
ていますが、毎度、この経験を実行委員だけ
が味わうのはもったいないなと感じます。確
かに、それぞれが可能な範囲でとはいえ、あ
る程度の時間を準備や運営に使うことになり
ます。しかし、新しいツールを使ってみたり、
よりよい方法をメンバーで考えたり、場合に
よっては自らが実現したい企画を形にしたり
することは、本務とは別だからこそ出来るこ
ともあると思います。また、オンラインはよ

り参加しやすい利点もありますが、一時の情
報を得るだけに終わりかねないことも自戒と
して感じます。そこにおいて、自ら発表した
り、あえて運営に関わったりする意義がある
のではないでしょうか。オンラインであれ、
オンサイトであれ、次の大会でもたくさんの
参加者に出会えることと併せて、いっしょに
大会を作るメンバーがより増えると、うれし
く思います。

 （あかざわ・ひさや／大阪大学附属図書館）
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